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九
条
隆
博
伝
の
考
察
（
二
）

永
仁
勅
撰
撰
者
の
生
涯

佐
々
木

孝
浩

 
前
稿

で
は
、
永
仁

勅
撰

の
撰

者

の

】
人

で
、
歌
道

家
六
条

家
流

九

条
家

を
継

い
だ
歌

人

・
九
条

隆
博

の
、
生

没
年

・
家
系

・
官

歴

・
現

存
歌

に

つ
い
て
考

察
を

行

っ
た
。

引
き
続

い
て
本
稿

で

は
、

隆
博

の

和
歌
活

動

と
庇

護
者

に

つ
い
て
考

え

て
み
た

い
。

五
 
和
歌
活
動

 

隆
博

の
現
存

歌

の
確

認

に
続

い

て
、

場

を
考
察

し

て
み
た

い
。

そ

の
為

に
、

動

を
年
表

化
し

て
示

し
て

お
く
。

次

は
そ
れ

ら

の
歌

を
詠

じ
た
時

と

こ

こ
で
も

先
ず
、

隆
博

の
和
歌

活

文
永
二
年
旨
①α
 
 
八
月
十
五
夜
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔二
十
二
歳
〕

 
 
 
後
嵯
峨
院
仙
洞
五
首
歌
合

(現
存
)
に
父
と
共
に
出
詠
。
中
院
具

 
 
氏
と
番
え
ら
れ

一
勝

一
敗
持
三

(衆
議
判
)。
題

「未
出
月
」
「初
昇

 
 
月
」
「停
午
月
」
「漸
傾
月
」
「欲
入
月
」。

 
 
 
 
 
 
 
 
十
二
月
二
十
六
日

 
 
 

『続
古
今
和
歌
集
』
完
成

(同
集
序
)。

一
首
入
集
す
。

同同同

三
年
 
 
 
 三
月
十
二
日

 
続
古
今
和
歌
集
寛
宴
に
父
と
共
に
参
仕
。
和
歌

一
首
を
献
ず

〔続

古
今
集
寛
宴
和
歌

・
続
古
今
寛
宴
御
記
〕。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4
)

七
年
 
 
 
 九
月
三
十
日
 
 
 
 
 

 
 
 

〔
二
十
七
歳
〕

 
亀
山
天
皇
内
裏
三
首
歌
会
に
出
詠
〔続
拾
遺
九
五

一
〕。
題
「契
恋
」

他
。
〈為
世
〉

 
 
 
 
 
 
閏
九
月
九
日

 
内
裏
三
首
歌
会
に
出
詠

〔新
拾
遺
九
六

一
〕。
題
「寄
菊
久
恋
」
他
。

 
 
 
 
 
 
同
月
十
五
日

 
内
裏
連
歌
連
句
会
に
父
と
参
加

〔吉
続
記
〕。

八
年
 
 
 
 

一
月

 
内
裏
歌
会
に
出
詠

〔風
雅
二
一
八
二
〕。
題

「禁
庭
松
久
」
。
(九
日

の
御
会
始
の
折
力
)

 
 
 
 
 
 
四
月
～
十
月

 
真
観

『石
間
集
』
を
撰
ず
。
隆
博
歌
入
集
す
。

同
年
三
月
十
日
よ
り
同
十
年
八
月
十
六
日
ま
で
の
間

 
 
 
藤
原
為
家

一
品
卿
和
歌
勧
進
に
父
と
共
に
応
ず

〔管

見

記
〕
。
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同
 
十
年
 
 
 
 
二
月
二
十
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔三
十
歳
〕

 
 
 
左
少
将
よ
り
右
京
大
夫
に
遷
任
。
少
将
在
任
中
の
秋
、
長
年
少
将

 
 
で
あ
る
こ
と
を
思
い
詠
歌

〔続
拾
遺
六
二
四
〕。

 
 
 
 
 
 
 
 
七
月

 
 
 
内
裏
七
首
歌
会
に
出
詠

〔続
拾
遺
四
四
九
〕。

同
十

一
年

 

 

 
一
月
二
十
六
日

 
 
 
亀
山
天
皇
譲
位
。
こ
れ
以
前
、
「賦
山
城
国
名
所
百
韻
連
歌
」
に
参

 
 
加

〔井
蛙
抄
〕。

 
 
 
 
 
 
 
 
七
月
二
十
九
日

 
 
 
宗
尊
親
王
莞
。
こ
れ
以
前
、
親
王
家
歌
合
に
出
詠
す
る

〔夫
木
二

 
 
七

一
五

・
歌
枕
名
寄

一
五
四
二
、
五

一
二

こ
。

建
治
元
年
旨
胡
 
 
一
月
十

一
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔三
十
二
歳
〕

 
 
 
行
家
莞
。
こ
れ
よ
り
、
「閑
月
集
」成
立
の
弘
安
五
年
旨
。。N
末
頃
ま

 
 
で
の
間
に
、
行
家
追
善

一
品
経
和
歌
を
詠
ず
〔閑
月
五
〇
五
〕。
題
「勧

 
 
発
品
」。

 
 
 
 
 
 
 
 
九
月
十
三
日

 
 
 

一
条
家
経
主
催
の
「摂
政
家
月
十
首
歌
合
」
(現
存
)
に
出
詠
。
五

 
 
勝

一
敗
持
三

(
一
首
欠
)
(判
者
真
観
)
。
題

「十
三
夜
晴
」
「松
月
出

 
 
山
」
「月
照
擁
菊
」
「庭
月
聞
虫
」
「旅
雁
叫
月
」
「月
下
播
衣
」
「寄
月

 
 
忍
恋
」
「寄
月
忘
恋
」
「月
前
感
思
」
「月
前
祝
言
」。

同
 
二
年

 
 
 

閏
三
月

 
 
 

『現
在
三
十
六
人
詩
歌
』
成
る

(奥
書
)。
和
歌
撰
者
真
観
よ
り
為

 
 
世

・
雅
有
等
と
共
に
歌
人
の

一
人
に
選
ば
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
六
月
九
日

 
 
 
真
観
没
。
こ
れ
以
前
、
真
観
勧
進
吉
田
社
五
首
に
出
詠

〔閑
月

一

 
 
三
七
〕。

 
 
 
 
 
 
 
 
八
月
十
九
日

 
 
 
亀
山
殿
管
弦
和
歌
御
会
に
参
仕

〔勘
仲
記
・吉
続
記
〕
。
題

「松
色

 
 
浮
池
」。
〈為
世

・
為
兼
〉

同
 
三
年
 
 
 

九
月
十
三
日

 
 
 
後
宇
多
天
皇
内
裏
五
首
歌
会
に
出
詠

〔続
千
載
五
二
四
〕。
題

「江

 
 
月
」
「
野
虫
」
「絶
恋
」
他
。

同
年
頃

 
 
 
平
親
清
四
女
の
探
題
歌
に
為
世
と
共
に
点
を
加
え
る

〔平
親
清
四

 
 
女
集

一
～
三
六
〕。

同
年
よ
り
弘
安
二
年
嵩
遷
の
間

 
 
 

『和
漢
兼
作
集
』
ほ
ぼ
成
る
。
現
存
部
に
和
歌
五
首

・
詩
対
句

一

 
 
入
集
。

弘
安
元
年
一曽
。。よ
り
三
年
の
間

 
 
 
こ
の
頃
、
藤
原
為
氏

『現
葉
集
』
を
撰
ず
。
隆
博
歌
入
集
。

弘
安
元
年
 
 
 
 
嗣
月
二
十

一
日
 
 
 
 
 
 
 
 
〔三
十
五
歳
〕

 
 
 
亀
山
院
御
所
詩
歌
管
弦
会
に
和
歌
を
献
ず

〔中
殿
御
会
部
類
記

・

 
 
資
宣
卿
記
〕。
題

「春
松
契
千
年
」。
〈為
世

・
為
兼

・
雅
有
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
十
二
月
二
十
七
日

 
 
 

『続
拾
遺
和
歌
集
』
奏
覧

(増
鏡

・
拾
芥
抄
)。
六
首
入
集
す
。

同
年
中

 
 
 
弘
安
百
首
作
者
と
な
る

(新
後
撰
以
下
勅
撰
集
に
十
三
首
入
集

・

 
 
隆
博
詠
十
八
首
残
存
)。
〈為
世

・
為
兼

・
雅
有
〉

同
 
三
年
 
 
 

 
一
月
二
十
四
日

 
 
 
東
宮
歌
会
始
に
講
師
を
勤
め
、
同
所
に
て
飛
鳥
井
雅
有
と
歌
道
の
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諸
事
、
及
び
そ
の
衰
退
に
つ
い
て
雑
談

〔春
の
深
山
路
〕。

同
四
年
～
五
年

 
 
 

『閑
月
集
』
成
る
。
現
存
部
に
五
首
入
集
す
。
こ
れ
以
前
、
コ

声

 
 
山
鳥
曙
雲
外
」
(和
漢
朗
詠
集

一
八
二
)題
の
詠
を
含
む
和
歌
を
某
に

 
 
贈
る

〔閑
月

一
二
七
〕。

同
六
年
 
 
 
 
 八
月
十
五
夜
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔四
十
歳
〕

 
 
 
内
裏
月
五
首
歌
会
に
出
詠

〔新
千
載
三
九
七
〕
。
〈為
兼
〉

同
七
年
 
 
 
 
 
春

 
 
 
東
宮
三
首
歌
会
に
出
詠

〔夫
木

一
六
五
〇
二
〕
。
題

「見
花
」
他
。

 
 
 
 
 
 
 
 
七
月
十
八
日

 
 
 

一
条
実
経
莞
。
そ
の
死
を
伝
え
る
人
の
知
ら
せ
に
返
歌

〔玉
葉
二

 
 
三
八
こ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
八
月
末

 
 
 
実
経
を
偲
ぶ
人
よ
り
の
手
紙
に
返
歌

〔風
雅

一
九
七
四
〕
。

同
年
以
降
 
 
 
 
八
月
十
五
夜

 
 
 
実
経
を
偲
ん
で
詠
歌

〔新
後
撰

一
五
四
三
〕。

同
 
八
年
 
 
 
 三
月

一
日

 
 
 
北
山
第
に
て
の
貞
子
九
十
賀
和
歌
御
会
に
出
詠

〔続
後
拾
遺
六
〇

 
 
七

・
実
躬
卿
記

・
と
は
ず
が
た
り
〕。
〈為
世

・
為
兼
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
八
月
十
五
夜

 
 
 
亀
山
院
仙
洞
三
十
首
歌
会
に
出
詠
〔実
躬
卿
記
〕。
御
製
講
師
を
勤

 
 
め
る
。
題

「落
花
埋
庭
」
「暁
待
郭
公
」
「秋
風
入
簾
」
「夜
夜
月
見
」

 
 

「夕
播
衣
」
「時
雨
驚
夢
」
他
。
〈為
世

・
為
兼
〉

同
 
十
年
 
 
 
 
春

 
 
 
亀
山
院
乳
母
按
察
二
位
永
子

一
回
忌
の
法
華
八
講
の
日
、
亀
山
院

 
 
女
房
へ
歌
を
贈
り
、
こ
れ
を
見
た
亀
山
院
よ
り
返
歌
を
賜
る
〔増
鏡
〕。

 
 
 
 
 
 
 
 

噛
月
～
八
月

 
 
 
源
承

『浜
木
綿
集
』
を
撰
ず
。
隆
博
歌
入
集
。

 
 
 
 
 
 
 
 
九
月

 
 
 
藤
原
重
範

「拾
葉
集
序
」
を
作
す

〔八
洲
文
藻
他
〕。
こ
の
頃
清
定

 
 

『拾
葉
集
』
を
撰
す
る
か
。
隆
博
歌
入
集
。

 
 
 
 
 
 
 
 
十
月
二
十

一
日

 
 
 
伏
見
天
皇
践
詐
。
立
太
子
の
建
治
二
年

(
一
二
七
五
)
十

一
月
五

 
 
日
よ
り
こ
の
間
の
某
年
春
の
東
宮
三
首
歌
合
に
出
詠

〔新
後
撰
六

 
 

一
〕。
題

「霞
間
山
花
」
他
。

弘
安
末
年
頃
 
 
 
秋

 
 
 
平
親
清
二
女
の
死
を
悼
み
そ
の
母
実
材
卿
母
と
贈
答

〔実
材
母
集

 
 
八
二
四
、
五
〕。

弘
安
末
年
～
正
応
初
年
頃

 
 
 
実
材
卿
母
よ
り
旧
詠
を
贈
ら
れ
贈
答

〔実
材
母
集
八
三
六
、
五
〕。

正
応
元
年
嵩
。。〇
 

十

一
月
二
十
二
日
 
 
 
 
 
 
 
〔四
十
五
歳
〕

 
 
 
伏
見
天
皇
大
嘗
会
。
主
基
方
歌
人
を
勤
め
る

〔風
雅
二
二
〇
八

・

 
 
夫
木
八

一
九
三
・
八
三
三

一
・
八
三
五
三
・
八
四
一
一
・
八
四
三
〇
・

 
 
八
五
五
〇

・
八
六

一
〇

・
八
九
四
八
〕。

同
 
二
年
 
 
 
 
一
月
十
七
日

 
 
 
内
裏
詩
歌
御
会
始
に
息
隆
教
と
出
詠
。
伏
見
天
皇
よ
り
隆
教
を
講

 
 
師
に
と
命
ぜ
ら
れ
る
も
辞
退
さ
せ
る

〔伏
見
院
震
記
〕。
題

「鴬
是
万

 
 
春
友
」。
〈為
世

・
為
兼
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
三
月
二
十
四
日

 
 
 
鳥
羽
殿
行
幸
和
歌
御
会

(現
存
)
に
隆
教
と
出
詠
。
題

「花
添
春
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色
」。
〈為
世

・
為
兼

・
雅
有
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
八
月
十
五
日

 
 
 
内
裏
十
五
首
歌
会
に
出
詠

〔源
承
和
歌
口
伝
〕。

同
 
三
年
 
 
 
 
一
月
二
十
日

 
 
 
内
裏
和
歌
御
会
始
に
隆
教
と
共
に
出
詠

〔伏
見
院
震
記
〕。
題

「庭

 
 
松
久
緑
」。
〈為
世

・
為
兼
〉

 
 
 
 
 
 
 

九
月
十
三
夜

 
 
 
内
裏
三
首
歌
会

(現
存
)
に
隆
教
と
出
詠
。
題

「夕
月
」
「暁
月
」

 
 

「
夜
恋
」。
〈為
世

・
為
兼
〉

同
 
五
年
 
 
 
 
四
月
七
日

 
 
 
日
野
資
宣
莞
。
正
応
元
年
よ
り
こ
の
日
ま
で
に
、
讃
岐
国
里
海
庄

 
 
の
領
家
職
を
安
堵
さ
れ
、
日
野
資
宣
を
講
師
と
し
て
自
邸
に
人
麿
影

 
 
供
を
行
う

〔東
野
州
聞
書
〕。

 
 
 
 
 
 
 
 
八
月
十
日

 
 
 
藤
原
親
範
発
願
に
よ
る
厳
島
社
頭
和
歌
成
る
(奥
書
)。
隆
教
と
出

 
 
詠
。
隆
博
詠
の
題

「雲
間
花
」
。
〈為
世
〉

永
仁
元
年
一謡
ω
 
 
八
月
十
五
夜
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔五
十
歳
〕

 
 
 
内
裏
月
五
首
歌
会

(現
存
)
に
隆
教
と
共
に
出
詠
。
隆
教
講
師
を

 
 
勤
め
る
。
題

「月
前
風
」
「月
前
雁
」
「月
前
鹿
」
「月
前
待
恋
」
「月

 
 
前
恨
恋
」。
〈為
世

・
為
兼

・
雅
有
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
同
日

 
 
 
後
宇
多
院
十
首
歌
会
に
出
詠
〔新
千
載
五
二
四
・新
拾
遺
四
七
七
〕。

 
 
題

「秋
夕
」
「秋
浦
」
「秋
風
」
「秋
山
」
「秋
虫
」
「秋
旅
」
「秋
恋
」

 
 
他
。
〈為
兼

・
雅
有
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
八
月
二
十
七
日

 
 
 
伏
見
天
皇
、
為
世

・
為
兼

・
雅
有

・
隆
博
等
四
名
に
勅
撰
集
撰
進

 
 
を
命
ず

〔伏
見
院
震
記
〕。

 
 
 
 
 
 
 
 
同
日
以
降

 
 
 
撰
集
資
料
と
し
て
醍
醐
寺
の
法
印
隆
勝
に
詠
草
を
求
め
る

〔続
門

 
 
葉
八
三
三
〕。

 
 
 
 
 
 
 
 
九
月

 
 
 
亀
山
殿
十
首
御
会
に
出
詠

〔夫
木
六
三
二
七
〕。
題

「川
上
暮
秋
」

 
 

「林
頭
暮
秋
」
「山
館
暮
秋
」
「古
寺
暮
秋
」
「幽
居
暮
秋
」
等
。

同
 
二
年
 
 
 
 八
月
十
五
日

 
 
 
内
裏
十
首
御
会
に
出
詠

〔続
千
載

一
五
〇
四
〕。
題

「山
月
聞
鐘
」

 
 

「月
前
契
恋
」
「月
前
恨
恋
」
等
。

同
年
頃

 
 
 
中
臣
祐
臣
が
こ
の
年
に
詠
じ
た

「古
今
の
歌
ご
と
に

一
首
」
に
合

 
 
点
を
付
す

〔自
葉
集
〕。

同
年
よ
り
五
年
の
間

 
 
 
源
承

『和
歌
口
伝
』
を
著
す
。
隆
博
歌
五
首
引
用
さ
れ
る
。

同
 
三
年
頃

 
 
 
中
臣
祐
臣
が
こ
の
年
に
詠
じ
た
千
首
に
合
点
を
付
す

〔自
葉
集
〕。

同
 
六
年
 
 
 
 
十

一
月
二
十
日
 
 
 
 
 
 
 
 
〔五
十
五
歳
〕

 
 
 
後
伏
見
天
皇
の
大
嘗
会
に
主
基
方
歌
人
を
勤
め
る

〔風
雅
二
二
〇

 
 
九
〕
。

年
次
不
明

 
 
 
 
 
 
 
 
十
月
某
日

 
 
 
女
の
代
作
を
し
て
菊
の
花
に
つ
け
た
詠
を
人
に
贈
る

〔新
千

一
五

 
 
二
九
〕。
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春
力

 
醍
醐
寺
僧
法
印
隆
勝
に

集
六
〕。

「山
早
春
」
題
で
詠
歌
さ
せ
る

〔続
門
葉

 
薬
湯
の
た
め
求
め
た
杉
の
葉
と
共
に
醍
醐
寺
僧
公
紹
よ
り
歌

(返

歌
か
)
を
贈
ら
れ
る

〔続
門
葉
七
〇
九
〕。

 
法
眼
行
済
勧
進
熊
野
十
二
首
に
出
詠

〔新
後
撰
九

一
四

・
夫
木

一

三
七
九
四
〕。

 
万
葉
集
の
詞
を
読
み
込
ん
だ
二
百
首
を
詠
む
〔玉
葉
五
〇
七
〕。
句

「
こ
ろ
も
に
す
ら
ん
」。

 
伏
見
天
皇
の
許
で
の
探
題
歌
会
に
参
加
〔玉
葉
九
八

一
〕。
隆
博
の

題

「原
雪
」。

 
関
東
に
下
る
某
に
歌
を
贈
る

〔拾
遺
風
躰
二
二
一
〕。

 

こ
こ

で
も
、

詳
細

は
右

の
年
表

に
譲

る

こ
と

と
し

て
、
隆

博

の
詠
歌
活

動

の
概

略
を
纒

め

て
み
た

い
。

 
歌
道

家

に
生

ま
れ

た
隆
博

の
歌

人

と
し

て

の
生

涯
を

、
家

の
存
続

と
密

接

に
係
わ

る
世

代

の
観

点

か
ら
区

分

け
す

れ
ば
、

次

の
三
期

に
分

け
る

こ

と
が

で
き
よ
う

。
即

ち
、
第

一
期

は
、

将
来

家

を
継
ぐ

べ
く

歌
を
学

び
始

め

て
よ
り
、
建

治
元
年

(
一
二
七

五
)

正
月

十

一
日

に
家

の
当
主

で
あ

っ

た
父
行

家
が
莞

去
す

る
ま

で

の
、

父

の
庇
護

下

で

の
修

行

・青

年
期

(～

三

十

二
歳
)
。
第

二
期

は
、
父

莞
去

よ
り
、

正
応

二
年

(
一
二
八
九
)
の
御
会

始

で
息

隆
教

が
本
格

的
な

歌
壇
デ

ビ

ュ
ウ
を
す

る

こ
ろ
ま

で

の
、

一
人

で

家

を
背
負

っ
て
活
躍

し

た
錬

麿

・
壮
年

期

(～

四
十
六
歳

)
。

そ

し
て
第

三

期

は
、
永
仁

六
年

(
一
二
九

八
)
十

二
月

五
日

に
莞
ず

る
ま

で

の
、
嫡

子

隆
教

を
見

守
り

指
導

し

つ
つ
歌

壇

で
重

き
を
成

し
た

円
熟

・老

年

期

(～

五

十

五
歳

)

で
あ

る
。

以
下

、

こ

の
三
期
ご

と

に
活

動

を
整
理

し

て

み
る
。

第

一
期

 
隆
博
の
和
歌
事
跡
の
初
見
は
、
二
十
二
歳
時
の
文
永
二
年
(
一
二
六
五
)

八
月
十
五
夜
後
嵯
峨
院
仙
洞
五
首
歌
合

へ
の
参
加
で
あ
る
。
父
行
家
が
二

十

一
歳
で
河
合
社
歌
合

(寛
元
元
年
一漣
ω十

一
月
十
七
日
)

へ
出
詠
し
た

の
が
活
動
の
初
見
で
あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
晴
の
会
へ
の
参
加
で
も

あ
り
、
ま
ず
ま
ず
の
歌
壇
デ
ビ
ュ
ウ
と
言
え
よ
う
か
。

 
そ
し
て
同
年
、
行
家
も
撰
者
に
加
わ
っ
た

『続
古
今
集
』
に

一
首
入
集

し
、
同
じ
く

一
首
入
集
の
飛
鳥
井
雅
有

(二
十
五
歳
)
と
共
に
、
勅
撰
歌

人
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
て
い
る
。

 
父
が
講
師
と
し
て
真
名
仮
名
両
序
と
巻
頭
五
首
程
を
詠
み
上
げ
、
九
条

家
に
と
っ
て
も
晴
が
ま
し
い
場
で
あ
っ
た
、
続
古
今
集
寛
宴
に
も
参
加
を

許
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
後
嵯
峨
院
歌
壇
の
末
席
に
連
な
っ
た
経
験
も
あ

る
に
は
あ
る
が
、
こ
の
期
に
隆
博
が
活
躍
し
た
の
は
、
持
明
院
統
の
後
深

草
院
が
和
歌
活
動
に
熱
心
で
な
か
っ
た
所
為
も
あ
り
、
主
と
し
て
大
覚
寺

統
の
亀
山
天
皇
の
内
裏
歌
壇
で
あ

っ
た
。
文
永
七
年
九
月
の
三
首
歌
会
を

初
め
と
し
て
隆
博
の
内
裏
歌
会
参
加
は
都
合
四
度
が
確
認
で
き
る
。

 
ま
た
、
亀
山
天
皇
穣
位
の
年
文
永
十

一
年
の
七
月
二
十
九
日
に
世
を

去
っ
た
前
将
軍
宗
尊
親
王
の
家
の
歌
会
に
も
、
隆
博
が
お
そ
ら
く
は
父
と

共
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。
文
永
三
年
将
軍
を
廃
さ
れ
帰

洛
し
た
宗
尊
親
王
の
周
辺
に
は
、
同
親
王
の
後
ろ
楯
に
よ
っ
て

『続
古
今

集
』
撰
者
と
成
り
得
た
、
真
観

・
行
家
等
の
い
わ
ゆ
る
反
御
子
左
派
の
歌
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人

達

が
集

っ
て

い
た
も

の
と
推
測

さ
れ
、

隆
博

が
反
御

子
左

派
的

雰
囲

気

を

経
験

し

た
修

行

の
場
と
し

て
注
目

さ

れ
る
。

 

さ

て
、

こ
の
期

に
は
、
歌

道
家

の
後
継

者

た
る

べ
く
父
行

家

よ
り
直

接

間
接

に
様

々
な
指
導

を
受

け
た

こ
と

で
あ
ろ

う
が
、

そ

の
中

で
も
、

父
が

撰

集

に
加

わ

っ
た

『
続
古
今

集
』

と
、

父
が
文
永

八
～

十

一
年
頃

に
撰

じ

た
私
撰

集

『
人
家
集

』

の
撰

集
過

程
を
間

近

に
観
察

し
、

そ
し

て

お
そ
ら

く
は

側
近

く
に

い
て
手
伝

わ
さ

れ
も
し

た

で
あ

ろ
う

こ

と
は
、
勅

撰
撰

者

に
任

じ
ら

れ
る

に
足

る
、
歌

人

と
し

て
の
知
識

と
経
験

を
積

む
絶

好

の
機

会

と

な

っ
た
も

の
と
思
わ

れ
る
。

第
二
期

 
父
の
莞
去
後
、
歌
道
家
当
主
を
継
い
だ
隆
博
は
、
弘
安
三
年

(
一
二
八

〇
)
九
月
十
三
夜
五
首
歌
会
を
初
見
と
し
て
、
亀
山
院
御
子
の
後
宇
多
天

皇
の
内
裏
歌
会
に
参
ず
る
一
方
、
建
治
二
年
管
弦
和
歌
御
会
に
参
ず
る
な

ど
、
引
き
続
い
て
亀
山
院
仙
洞
歌
壇
に
加
わ
っ
て
い
る
。

 
そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
こ
の
期
の
隆
博
に
と
っ
て
の
重
要
な
出
来
事
は
、

永
仁
勅
撰
撰
者
の
下
命
拝
受

へ
の
始
発
点
と
な

っ
た
、
持
明
院
統
期
待
の

東
宮
煕
仁
親
王

(伏
見
天
皇
)
と
の
出
合
と
、
雅
有

・
為
兼
等
も
加
わ
っ

た
東
宮
歌
壇
へ
の
参
加
で
あ
ろ
う
。

 
ま
た
、
建
治
元
年

(
=

一七
五
)
の
一
条
家
経
家
の
月
十
首
歌
合
へ
の

参
加
や
、
家
経
の
父

一
条
実
経
の
死
を
悼
ん
で
の
詠
歌
を
繰
り
返
し
て
い

る
事
実
は
、
天
皇
家
の
み
な
ら
ぬ
、
権
門
家
殊
に
摂
家

一
条
家
と
の
関
係

を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。
特
に
月
十
首
歌
合
の
参
加
者
中
、
専
門
歌

人
で
あ
る
の
が
隆
博
と
阿
仏
の
み
で
あ
る
こ
と
は
、
内
々
の
初
学

・
若
年

者

ば

か
り

の
催

し

に
も
、
家

経

に
と

っ
て
隆

博

が
招

き
易

い
存

在

で
あ

っ

た

こ
と
を
示

し
て

は

い
な

い
だ

ろ
う

か
。

 

さ

ら

に
、

こ

の
期

に
は
、
実
材

卿
母

か

ら
詠
草

を
送

ら

れ

た
り

、
そ

の

子
女

の
詠

歌

に
為

世

と

並

ん

で
合

点

を
付

し

て

い

る

こ
と

等

が

認

め

ら

れ
、
歌

道
家
当

主

と
し

て
、
勅
撰

集

の
入
集

が
望

め

る
程
度

の

一
般

歌

人

か
ら

も

一
応

の
支
持

を
得

て

い
た
も

の
と
思

わ

れ
る
。

 

そ

の
他
、

こ

の
期

の
大

き
な
和

歌
事

跡

と
し

て
は

、
弘
安

元

年

(
=

一

七
八
)

の
亀
山

院
下
命

の
弘
安
百

首
作

者

と
な

り
、
同

年
藤

原

為
氏

に
よ

り
院

に
奏
覧

さ
れ

た

『続
拾

遺
集

』

に
六
首

の
入
集

を
見

て

い
る

(雅
有

は
七
首

)

こ
と
が
挙
げ

ら

れ
よ
う

か
。

 

そ
し

て
忘

れ
て

は
な
ら

な

い
の
は
、

顕
季

・
顕

輔

以
来

の
隆

博

の
家

の

伝

統

で
も
あ

り
、
知
家

も
行

家

も
任

じ
ら

れ
た
経

験

を
有

す

る
、

い
わ
ば

宿

命

と
も
言

え
る
重

要
な
役

目

で
あ

っ
た
、

大
嘗

会
和

歌
詠

進

を
、

し

か

も
東
宮

時
代

よ
り
仕

え

て

い
た
、

伏

見
天
皇

の
大

嘗
祭

で
無

事

に
果
た

し

た

こ
と
で
あ

ろ
う
。

第
三
期

 
弘
安
十
年

(
一
二
八
七
)
長
い
東
宮
時
代
を
経
て
東
宮
煕
仁
が
即
位
し
、

東
宮
歌
壇
は
内
裏
歌
壇
と
し
て
活
況
を
呈
し
始
め
、
隆
博
も
そ
の
中
心
歌

人
の
一
人
と
し
て
欠
か
せ
ぬ
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
即
位
二
年
後
の
正
応

二
年
に
は
御
会
始
を
初
見
と
し
て
息
隆
教
も
本
格
的
な
歌
壇
活
動
を
開
始

し
、
以
後
は
親
子
二
人
で
歌
道
家
九
条
家
を
支
え
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

 
家
を
任
せ
る
に
足
る
後
継
者
を
育
て
得
た
正
応
年
中
に
、
隆
博
は
自
邸

に
於
い
て
、
家
伝
統
の
催
し
で
あ
る
人
麿
影
供
を
行

っ
て
い
る
。
こ
の
影
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供

の
有

す

る
意

味

は
既

に
述

べ
た

こ
と

が
あ

り
、
詳

細

は

そ

ち
ら

に
譲

る
が
、

こ

の
催

し
は
、

藤
原

顕
季
以

来

の
伝
統

を
有

す
る

歌
道
家

六
条

藤

家

の
嫡

流

と
し

て
の
自

家

の
正
統
性

を
、

伏
見

天
皇

を
中

心

と
す
る
時

の

歌
壇

に
ア
ピ

ー

ル
す

る
目
的

を
有

し
て

い
た
も

の
と
思
わ

れ

る
。

 

そ
う

し

た
活

動
や

天
皇

へ
の
近
侍

も
あ

っ
て
、
永

仁
元
年

(
=

一九

三
)

八
月

二
十
七

日
、
天
皇

よ
り
雅

有
等

三
人

と
共

に
勅
撰

集
撰

進

の
命

を
受

け
、
醍

醐
寺
僧

隆
勝

に
詠
草

を
求

め
る

な
ど
、

具
体

的

に
撰

集
活

動

を
開

始

す

る

の
だ

が
、
永
仁

六
年

、
伏
見

度

に
続

い
て
後

伏
見

天
皇
大

嘗
会

の

主
基
方

和
歌

を
詠
進

し
た

の
を
活
動

の
最

後

と
し

て
、
勅

撰
集
完

成

を
見

る

こ
と
な
く
、

ま
も
な

く
没

し
た

の
で
あ

っ
た

。

 
隆
博
の
時
代
に
は
六
条
顕
輔
の
子
孫
中
に
は
他
に
歌
を
も
っ
て
立
つ
家

は
無
く
、
隆
博
の
九
条
家
は
同
族
歌
人
の
結
合
集
団
で
あ
っ
た
六
条
藤
家

の
中
か
ら
生
ま
れ
た
、
嫡
子
相
続
を
基
本
と
す
る
歌
道
家
と
し
て
存
続
し

て
い
た
。
父
行
家
に
他
の
男
子
の
存
在
を
伝
え
る
資
料
も
無
く
、
同
族
内

の
勢
力
争
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
代
々
勅
撰
撰
者
を
出
し
歌
道
師
範
家
と

し
て
の
地
位
を
強
固
に
し
つ
つ
あ
っ
た
御
子
左
家
や
、
鎌
倉
と
の
密
接
な

関
係
を
挺
子
に
都
で
も
活
躍
す
る
飛
鳥
井
家
等
に
伍
し
て
、
伝
統
あ
る
歌

道
家
を
守
る
義
務
が
隆
博
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

 
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
隆
博
の
生
涯
を
顧
み
る
時
、
持
明
院

・
大
覚

寺
両
統
迭
立
の
複
雑
な
時
代
に
生
き
な
が
ら
も
、
後
嵯
峨

・
亀
山

・
後
宇

多

・
伏
見
と
四
代
の
院

・
天
皇
の
御
会
へ
参
仕
し
、
取
り
分
け
て
重
用
さ

れ
た
形
跡
は
見
出
せ
な
い
も
の
の
、
力
量
や
人
柄
に
よ
っ
て
誰
か
か
ら
忌

避
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
晴
の
御
会
に
必
要
な
存
在
の
一
人
と
し
て
遇
さ

れ
、
且

つ
、
こ
の
家
の
歌
人
の
務
め
で
あ
る
大
嘗
会
和
歌
の
詠
進
を
二
度

ま
で
も
無

事

に
勤

め
、
更

に
は
、

後
述

す

る
よ

う

に
全

面
的

な
信

任

に

よ

る
も

の
で
は

な
く

と
も
、
勅

撰
撰

者

の

一
人

に
加

え

ら
れ

る

に
至

り

、

ま

た
、
家

を
継
ぎ

得

る
息

子

を
育

て
得

た

こ
と
は

、
よ

く
家

の
伝
統

の
重
圧

に
堪

え
て
、
十

二
分

に
そ

の
役
割

を

果

た
し
た
生

涯

で
あ

っ
た

と
言

う

こ

と
も
許

さ
れ

る

で
あ

ろ
う
。

 

そ
う

し
た
、

歌
道
家

に
生

ま

れ
た
者

の
心
境

を
歌

っ
た
詠

が
隆

博

に
も

存

し

て

い
る
。

 

 
 

 
弘
安

元
年

百
首
歌

に

 

 
和

歌

の
浦

や

ふ
り

ぬ
る
代

々

の
跡
を

だ

に
う
き
我

か
ら

に
猶

た

ど

る

 

 

か
な
 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

(新
続

古
今

集

・

一
八
九

七
)

 

 
 

 
述
懐

の
心

を

 

 
愚

か
な

る
身
を

ば
し

れ
ど

も
代

々

へ
ぬ

る
跡

を

ぞ
頼

む
敷
島

の
道

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(玉
葉

集

・
二
五
三

五
)

 

類
型

的
な
表

現

で
あ

る
と
は

言

え
、

「代

々
の
跡
」

「
代

々

へ
ぬ

る
跡
」

と
自
家

の
伝

統
を
誇

れ

る
者

に
許

さ
れ

る
表
現

を
用

い
る
に

は
、

そ
れ

な

り

の
感

慨
が

あ

っ
た

こ
と

で
あ

ろ
う

。
中

絶

し
た
永
仁

勅

撰
を

引

き
継

ぐ

形

で
伏

見
院

の
命

に
よ

り
成

っ
た

『
玉
葉
集

』

に
為
兼

が
撰

入

し

て

い
る

こ
と

か
ら
見

て
、
あ

る

い
は
後
者

は
永
仁
勅

撰

の
下
命

を
受

け

た
頃

の
詠

で
あ

る
可
能

性
も
あ

ろ
う

。
傑

出

し
た
才

や
寵

恩
を
誇

っ
て
歌

壇

に
臨

ん

だ
訳

で
も

な

い
ら

し

い
隆

博

に
と

っ
て
は
、
勅

撰
撰
者

に
任

じ
ら

れ
た
折

の
心
境

と
し

て
は
、

類
型

に
乗

り
な

が

ら
も

か
な
り
素

直

な
心
情

の
吐
露

で
あ

っ
た

の
か
も

し
れ

な

い
。
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六
 
庇
護
者

 
前

節

で
確

認

し
た
よ
う

な
和
歌

活
動

を
隆

博
が
行

う

に
は
、

活
動

の
場

を
与

え
、
或

い
は
活

動
を

見
守

り
、
指

導

・
援
助

し
た
者

の
存

在

が
あ

っ

た

こ
と

は
言

う

ま
で
も

な

い
。

そ

こ
で
本
節

で

は
、
そ

の
様

な
言

わ
ば
、

隆

博

の
庇

護
者

の
存
在

を
確

認

し
、
彼

ら

と
隆

博

の
関

係

の
有

り

様

を

探

っ
て

み
た

い
。

A
 
亀
山
院

 
隆

博

の
、

伏
見
院

に
出
会

う

ま

で
の
前

半

生

で
、
最

も
重
要

な
庇

護
者

で
あ

っ
た

の
は
亀
山

院

で
あ

っ
た
と
言

え

る
。
そ

の
在
位

期
及

び
退

位
後

に
於

け

る
内

裏

・
仙

洞
歌

会

へ
の
参
加

は
、

先

の
年

表

や
活
動

の
概

要

に

於

い
て
確
認

し

た
通
り
だ

が
、

歌
人

と
し

て

の
奉

仕
以

外

で
も
、
建

治

二

年
頃

四
位
院

司

(前

稿
参

照
)

で
あ

っ
た

こ
と

が
示
す

よ
う

に
、
特

に
退

位
後

の
近
侍

が

『勘

仲
記

』

を
始

め
と
す

る
諸
記

録

に
目
立

っ
て

い
る
。

 

そ
う

し
た
奉
仕

を
通

じ

て
、

隆
博

が
亀
山

院

に
親

し
ん
だ

で
あ

ろ
う

こ

と
が
、
以
下

の

二

つ
の
小

話

に
よ

っ
て
も
窺

う

こ
と
が

で
き

る

の
で
は

な

い
だ
ろ
う

か
。

 

一
つ
目

は
、

『井

蛙
抄

』
雑
談

部

に
見
え

る
小
倉

公
雄

の
談

話

で
あ

る
。

 
 

小
倉
黄

禅

云
、
隆
博

卿

は
行
家

に
は
無

題

に

お
と
り

て
世

も

お
も

へ

 
 

り
。
誠

に
さ
こ
そ
侍

り

け
め
。
亀

山
院

御
時

、
山

城
国
名

所

を
賦

す

 
 

る
百
韻

御
連
歌

侍

し

に
、

よ

の

つ
ね

の
や

さ
し

き
名
所

は
大
略

過
ぎ

 
 

て
、

い
ま

は
俗

に

い
ひ

つ
け
た

る
、

か
ら

す
き
が

は
な
、

四
の
宮

が

 

 

は
ら

な
ど

や
う

の
名

所

を
も

と
る

べ
し

と
さ

た
あ

り
し
時

、
為

氏
卿

、

 

 
 
 

ち
ぎ

り
し

の
み
や

か
は

ら
ざ

る
ら

む

 

 

と
被

二
仰
付

一た
り

し
、
叡

感

も
あ

り
、
諸

人
奇
特

に
お

も

ひ
て
侍

り

 

 

き
。
隆

博
卿

す

こ
し

の
相

対

に
も
及
び

が

た
き

よ
し
人

々
思

ひ
た

り
。

 

 
勅

定

に
隆
博

つ
け
よ
と
仰

事
侍

り

け
れ
ば

、

 

 
 
 

つ
ら

か
ら
ず

き

か
ば

な

べ
て
ぞ
た

の
ま

〉
し

 

 

と
被

レ
付

た
り
し

、
さ

す
が

な
り

と

い
ふ
御

沙

汰
侍

り

き
。

 

こ
の
逸
話

は
、

行
家

と
比
較

し

て

の
世

間
評

並
び

に
、

二
条

派
歌

人

の

重
鎮

公
雄

の
隆
博

評
を

も
伝

え

て
貴

重
だ

が
、

二
十

二
歳
年

長

の
御

子
左

家

の
当

主

を
向

こ
う

に
回
し

て
、
亀

山
院

の
課

し

た
試
験

と

も
言

え

る
付

句

を

、
首

尾
良
く

付

け
お

お
せ
た

こ
と

は
、
隆

博

に
も
誇

ら

し

い
記
憶

と

し

て
残

っ
た

こ
と
で
あ

ろ
う

し
、

よ
り
院

の
信
認
を

得

る
契

…機
と

も
な

っ

た

こ
と

で
あ

ろ
う

。

「
さ
す

が
な

り
」
の

一
言

は
、
歌

道
家

の
生

ま

れ

の
者

に
と

っ
て
は
、

か
な

り
高

位

の
誉

め
言
葉

で
あ

ろ
う

。

 

二

つ
目

は
、

『増

鏡

』
「
第

十
老

の
波

」

に
見
え

る
、
院

と

の
贈

答

で
あ

る
。

 

 

弘
安

も
十
年

に
な
り

ぬ
。

(中

略
)
去

年

の
春
、

御
乳

母

の
按

察

の

二

 

 

位
殿

う

せ

に
し

か
ば
、

一
め
ぐ

り

の
仏

事

に
亀

山
殿

へ
お

は
し

ま
し

 

 

て
、

い
か
め
し

う
八
講

行

は
せ
給

ふ
日

、
雪

い
た
う

降

り

け
れ
ば

、

 

 

九
条

の
二
位

隆
博

、
檜

扇

の

つ
ま
を
折

り

て
、

 

 
 
 

跡

と
め

て
と
は

る
る
御

代

の
光
を

や
雪

の
中

に
も

思

ひ

い
る
ら

 

 
 
 

ん

 

 

女
房

の
中

に
聞

え
た

る
を
、

院
御

覧

じ

て
返

し

に
の
た

ま

ふ
。

 

 
 
 

な

き
人

の
か
さ

ね
し
罪

も
消

え

ね
と

て
雪

の
中

に
も
あ

と

を
と

 

 
 
 

ふ

か
な
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按
察

の
二
位

を
思

い
や
る
歌

を
通

し

て
院

の
気

持

ち
を
慰

め
、

そ

の
気

持

ち
を

汲
ん
だ

上

で
院

が
返
歌

を
す

る
。

こ
う

し
た
贈

答

が
可
能

で
あ

っ

た

こ
と
自
体
、

こ
の
主

従
関
係

が
親

密

な
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
を
伺

わ

せ

て

い
よ
う
。

 

隆
博

に
関
す

る
逸
話

は
多

く
無

い
。

そ

の
少

な

い
中

に
あ

っ
て
亀

山
院

に
纒

わ
る
話
が

二
話

も
認

め
ら
れ

る

こ
と
は
、

院
が

隆
博

に
と

っ
て
重
要

な
存
在

で
あ

っ
た

こ
と
を
暗

に
象
徴

し

て

い
る

の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

B
 

一
条
実

経

 
実
態
が
不
明
な
が
ら
も
気
に
な
る
の
が
、
円
明
寺
関
白

一
条
実
経
と
の

関
係
で
あ
る
。
両
者
の
直
接
的
な
つ
な
が
り
は
、
文
永
二
年
仙
洞
五
首
歌

合
や
続
古
今
集
寛
宴
で
の
同
席
等
が
確
認
で
き
る
程
度
で
、
具
体
的
な
関

係
を
伝
え
る
資
料
は
管
見
に
入
ら
ず
、
建
治
元
年
の
実
経
息
家
経
主
催
の

「月
十
首
歌
合
」
へ
の
出
席
や
、
父
行
家
の
寛
元
二
年

(
一
二
四
四
)

一

条
実
経
家
百
首

へ
の
参
加
等
の
間
接
的
な
関
係
が
僅
か
に
見
出
せ
る
に
過

ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

 
し
か
し
な
が
ら
、
隆
博
が
推
定
で
四
十

一
歳
の
年
の
、
弘
安
七
年
七
月

一
日
に
五
十
二
歳
で
莞
じ
た
実
経
の
死
を
悼
む
詠
が
、
三
首
も
勅
撰
集
に

撰
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
無
視
し
得
な
い
重
み
が
あ
る
。

 
 
 
 
後

一
条
関
白
か
く
れ
侍
り
ぬ
と
申
し
お
く
り
て
侍
り
け
る
人
の

 
 
 
 
返
事
に
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る

 
 
夢
か
と
も
な
に
か
驚
く
さ
な
ら
で
も
現
な
る
べ
き
こ
の
世
な
ら
ぬ
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(玉
葉
集

・
二
三
八

一
)

 
 
 
 
後

一
条
入
道
関
白
身
ま
か
り
て
後
、
八
月
の
す
ゑ
つ
か
た
、
袖

 

 
 
 

の
露

も
を

り
し

も
思

ひ
や

ら
る

る
よ

し
申

し
た

る
人

の
返
事

に

 

 
思

へ
か
し
さ
ら

で
も

も
ろ

き
袖

の
上

に
露

お
き
あ

ま

る
秋

の
心

を

 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

(風
雅

集

・

一
九
七

四
)

 

 
 
 

八
月
十
五

夜
、
後

一
条

入
道

前
関

白

の

こ
と
を
思

ひ
出

て
よ

み

 

 
 
 

侍

り
け

る

 

 
も

ろ

と
も

に
見

し

よ

の
秋

の
面

影
も

忘

れ
ぬ
月

に
ね

を

の
み
ぞ

な
く

 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

(新
後
撰

集

・

一
五

四
三
)

 

こ
の
三
首

と
詞
書

か
ら
は
、

隆
博

が
実
経

の
死
を

深
く

嘆
く

立
場

に

い

た
こ

と
、
両
者

の
関
係

を
良

く
知

っ
て

い
る
人
物

が

い
た

こ
と
、
「
も

ろ
と

も

に
」

月
を

眺
め

る
程

の
近

し

い
関

係

に
あ

っ
た

こ
と
等

が
知

ら
れ

る
。

記

録
類

に
残

っ
て

い
な

い
だ
け

で
、

あ

る

い
は
家
司
的

な
存

在

と
し

て
、

隆

博

が
実

経

に
親

し
く
近

侍
し

て

い
た
可

能
性

は
高

い
と
見

て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

十
歳

程
度

の
年
齢

差

は
、
隆

博

に
と

っ
て
実

経

は
主

で
あ

る
と

と

も

に
、

良

き
兄
的

な
存
在

で
あ

っ
た

の
か
も

し
れ

な

い
。

こ

の
両
者

の
関

係

の
解

明

は
、
今
後

の
隆

博
研

究

の

一
つ
の
大

き

な
課
題

で
あ

る
。

C
 
真
観

(光
俊
)

 
真
観
が
隆
博
の
祖
父
知
家
や
父
行
家
と
親
し
い
関
係
に
あ
り
、
い
わ
ゆ

る
反
御
子
左
派
と
し
て
共
に
和
歌
活
動
を
行
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は

改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
九
条
家
の
歌
道
家
と
し
て
の
伝
統

を
そ
の
活
動
に
利
用
し
て
い
た
節
の
あ
る
真
観
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
九
条

家
の
嫡
子
で
あ
る
隆
博
の
歌
人
と
し
て
の
成
長
に
も
意
を
払

っ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
真
観
主
催
の
吉
田
社
五
首
歌
合

へ
の
隆
博
の
参
加

が
認
め
ら
れ
(閑
月
集

=
二
七
)、
宗
尊
親
王
家
歌
会
で
の
交
流
が
想
定
で
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き
る
程
度

で
、
具

体
的

な
両
者

の
関
係

を
伝

え

る
資
料

は
多

く

は
無

い
。

 

隆
博

は
、
真
観

の
活
動

が
最

も
華

や

か
で
あ

っ
た

『
続
古

今
集

』
撰

進

前

後

に
は
、
未

だ
若
年

で
あ

っ
た
為

、
真

観

の
撰

じ
た
私

撰
集

で

は
、

僅

か

に
散
秩

し
た

『
石
間
集

』

へ
の
入
集

が
確

認

で
き

る

の
み

で
、
そ

の
評

価

の
程

は
判
断

で
き
な

い
。
建

治

二
年

北
条

時
宗

の
命

で
真

観

が
和
歌

を

撰

し

た

『
現
存

三
十
六

人
詩
歌

』

に
は
隆

博
が
加

え

ら
れ

て

は

い
る
が
、

専

門
歌
人

と
し

て
は
撰
ば

れ

る

の
も
当
然

で
あ

ろ
う

。

 

そ
う

し
た
中

に
あ

っ
て
、
真

観

が
判
者

と
な

り
、

遜
鱒

歌

に
直
接
評

を

下

し
た

『
摂
政
家

月
十
首

歌
合

』

の
存

在

は
貴
重

で
あ
る
。

同

歌
合

で
隆

博

は
五
勝

一
敗
持

三

(
一
番
欠

)

と
主
催
者

家
経

の
七
勝

一
敗
持

二
に
次

ぎ

、
家
経

の
弟
実
家

・
師

良

や
道
雲

(後
徳

大
寺

実
定

息

力
)

等

の
五
勝

と
肩
を
並

べ
る
好
成

績

で
は
あ

る
も

の
の
、
参
加

者
十

四

人
中

、
隆
博

の

他

阿
仏
尼

を
除

く
と
、

そ

の
ほ
と

ん
ど
が

専
門
歌

人

と
は
言

い
難

い
若

年

者

ば

か
り

(た
だ

し
、
道

雲

は

か
な
り

の
老
年

ら
し

い
)

で
あ

っ
て
み
れ

ば

、
至
当

な
結
果

と
も
言

え

る
。
だ

が
、

勝
数
ば

か
り

で
は
な

く
、

四
番

左

の

「十

三
夜
晴

」
題

の
隆
博

歌

「
三
日

月

の
ま
だ

ほ

の
か

に
て
見

し
か

げ

の
十
夜

を
重

ぬ
る
空

ぞ
さ

や
け

き
」

に
対
す

る

「
左
歌

、
各

句
句

一
字

と
し

て
題

の
心
を

は
な

れ
ず
、

尤
珍
也

、
尤

優
也

、
和

歌

之
本

意
、

た
だ

こ
れ

に
あ

る

べ
き
を
や
」

と

の
手
放

し

の
誉

め
様

に
は
注

目
し

て
良

い
で

あ
ろ
う
。

他

の
番

に
は
、

「
お
ぼ

つ
か
な

く
や
」

(十

番
)
、

「
う

る

は
し
き

か
た

ち
に
は
あ

ら
ず
も

や
」

(四
十

七
番
)
等

と
、
些

か
厳

し

い
詞
も
見

受

け
ら

れ
る
が
、
真
観

が
隆

博

に
期
待

し
、
そ

の
歌

人

と
し

て

の
成

長
を

願

っ

て

い
た

で
あ
ろ
う

こ
と

は
認

め

て
も
良

い
の

で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

 

こ
の
歌

合

の
翌
年

の
建

治

二
年

六
月
九

日

に
真

観

は
没

し

て

い
る
。

隆

博
は
時

に
三
十

三
歳
。
前

年

の
父

の
死

に
続
く

こ
の
死

は
、
も

は

や
自

分

に
師
無

き

こ
と

を
自

覚

さ

せ
た

か
も

し
れ

な

い
。

D
 
伏
見
院

 
隆
博
の
生
涯
に
於
け
る
最
も
重
要
な
人
物
が
、
彼
に
勅
撰
集
の
撰
進
を

命
じ
た
伏
見
天
皇
で
あ

っ
た
こ
と
は
誰
し
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

 
隆
博
と
同
天
皇
と
の
和
歌
行
事
で
の
出
合
は
管
見
の
限
り
で
は
、
飛
鳥

井
雅
有
の
仮
名
日
記

『春
の
深
山
路
』
弘
安
三
年

(
一
二
八
〇
)
正
月
二

四
日
条
に
見
え
る
東
宮
時
代
の
御
会
始
で
講
師
を
勤
め
た
の
が
そ
の
初
め

で
あ
る
。
尤
も
、
東
宮
歌
会
自
体
は
二
年
前
か
ら
の
開
催
が
確
認
さ
れ
、

隆
博
も
既
に
参
じ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
そ
し
て
こ
の
折
、
講
師
に
任

じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
東
宮
歌
壇
で
指
導
者
的
歌
人
の
一
人
と
し
て
遇

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
注
意
さ
れ
よ
う
。
時
に
東
宮
は
十

六
歳
。
こ
の
年
は

『春
の
深
山
路
』
に
よ
っ
て
、
東
宮
周
辺
の
和
歌
活
動

を
か
な
り
詳
し
く
知
る
こ
と
が
可
能
だ
が
、
雅
有
が
加
わ
っ
た
内
々
の
歌

会
等
に
は
隆
博
の
参
加
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
こ
の
年
為
兼
が
東
宮

に
参
上
し
始
め
て
お
り
、
隆
博
は
東
宮
の
側
に
あ

っ
て
直
接
歌
道
を
指
導

す
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
弘
安
七
年
三
首
歌
会
、

年
次
不
明
三
首
歌
合
等

へ
の
参
加
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
東

宮
歌
壇
の
主
要
構
成
員
の

一
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
て
良

い
で
あ
ろ

う
。
 
特
に
前
者

「見
花
」
題
の
詠
、

 
 
風
の
お
と
も
の
ど
け
き
春
の
宮
の
う
ち
に
さ
か
り
ひ
さ
し
き
花
を
見

 
 
る
か
な
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(夫
木
抄

一
六
五
〇
二
)

は
、
建
治
元
年
以
来
の
長
い
東
宮
時
代
を
歌
っ
て
は
い
る
が
、
東
宮
歌
壇
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の

一
員

と
し

て
、
や

が

て
来

る

べ
き

即
位

の
時
を
待

つ
期

待
を

込
め

た
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(29
)

の
と

し
て
読

ん

で
も

よ

い

の
で
は
な

か
ろ
う

か
。

そ
し

て
、
東
宮

の
即
位

は
、

父
亡

き
後
、
自

身

に
大
嘗

会
和

歌
詠
進

と

い
う
家

に
と

っ
て
の
重
役

を
も

た
ら
す

で
あ

ろ
う

こ
と

は
、
ほ

ぼ
予
測

で

き
た

で
あ
ろ
う

。

 

こ
う
し
た

、
東
宮

歌
壇

に
集

う
者
達

の
期

待

を
集

め
て
、

つ
い
に
、
弘

安

十
年

十
月

東
宮

は
践
詐

し
、
東

宮

歌
壇

も
内
裏

歌
壇

と
し

て
飛
躍

を
遂

げ

る

の
だ
が

、
内
裏

歌
壇

の
状

況
並
び

に
、

そ

こ
で

の
隆
博

の
活
動

は
、

後

述

す
る
永
仁

勅
撰

の
問

題

と
大
き

く
関
係

す

る

の
で
、

こ
こ

で
は
、
隆

博

が
伏

見
院

の
東
宮

時
代

を
飾

る
歌

人

の

一
人

で
あ

っ
た

こ
と
を
確

認
し

て

お
く

に
留

め
た

い
。

 
本
稿

で

は
、

先

に
予
告

し
た

四
項

目

の
内

、
歌

風

・
永

仁
勅

撰

ま

で
は
辿

り
着

け
な

か

っ
た
。

こ
れ
ら

に

つ
い
て
は
更
な

る
次
稿

に
於

い
て
検

討
す

る

こ
と
と

し
た

い
。

注(1
) 

隆
博

の
和
歌

に
関
す

る
活
動
を
な

る
べ
く
年
表
化

す

べ
く
努

め
た
。
隆
博
の

 
年
齢
は
、
前
稿

の
推
定

に
拠

る
。
歌
合

・
歌
会
等

へ
の
参
加

の
場
合

は
、
確

認
し

 
得
た
歌
題
も
加
え
た
。

ま
た
、
後
述
す

る
、
永
仁
勅
撰

の
考
察

の
為

に
、
隆
博
の

 
参
加
し
た
会
に
為
世

・
為
兼

・雅
有
等

の
参
加
が
認
め
ら
れ
る
も

の
は
、
〈 

V
に

 
そ

の
名
を
入
れ
て
示
し
た
。
年
表
作
成

に
あ

た

っ
て
は
、
小
原
幹
雄

氏
の

「
藤
原

 
為
兼
年

譜
考
1

一
才
よ
り
三
十
才
1
」

「藤
原
為
兼
年
譜
考

(続
)
1

三
十

一
才
よ

 
り
四
十
才
1
」
「藤
原
為

兼
年
譜
考

(続
々
)
1
四
十

一
才
よ
り
七
十
九
才

(没
)

 
1
」

(『島
根
大
学
論
集

(人
文
科
学
)
』
八
～
十
、
昭
三
三

・
二
、
同

三
四

・
二
、

 
同
三
六
・
三
)
、
小
林
強
氏

の
「
鎌
倉

中
期
主
要
散
侠
歌
合

・歌
会
等

小
考

(日
l

I
)

 
ー
続
拾

遺
和
歌
集
撰
進
以
後

の
歌
壇

に

つ
い
て

(資
料
篇
)
ー
」

(『
中
世
文
芸
論

 
稿
』

一
五
、
平
四

二
二
)
等
、
多
く

の
先
学

の
御
研
究

に
学
恩

を
蒙

っ
た
。

(2
) 

こ

の
五
題
は

「欲

入
月
」
が

「入
後
月
」
で
あ
る
他

は
、
『秋
篠
月
清
集
』

(
一

 

一
九
二
～
六
)
、
『拾
遺
愚
草
』

(二
二
七
五
～
九
)等

で
確

認
で
き
る
、
建
久

七
年

一一
8
九
月
十

三
夜
内
大
臣
家

(良

経
)
月
五
首
会

の
題
と

一
致
す
る
も

の
で
あ
る

 
こ
と
を
報
告

し
て
お
き
た

い
。

(3
) 

参
加
者
中

、
行
家

・
隆

博

の
端
書

の
書
様
は
共

に

「暮
春
続
古
今

和
歌
集
寛

宴
応
太
上
皇
製
和
歌
」

と
あ

っ
て
、
他
に
共
通

の
も
の
は
な

い
。
そ

の
主
た
る
特

徴
は
、
「
暮
春
」
「春

日
」
等

の
語

の
後

に

「侍
」
「
陪
」
を
付

さ
な

い
点

に
あ
る
が
、

新
古
今
集
寛
宴

の
折

の
経
家

・
有
家

・
保
季

(
一
人
春
日
と
す
る
)
・
家
衡

の
六
条

藤
家
歌
人

も
同
様

の
書
様

を
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
と

こ
ろ
に
も
、
九
条
家

も
六

条
流

の
伝
統

を
脈

々
と
受

け
継

い
で

い
る
様
が
窺
え
る
。

(4
) 
尽
日

と
し
た
の
は
、

『新
後
撰
集
』
中

の
為
氏
歌

(
一
〇
三
六

)
の
詞
書
に
拠

 
る
。
同
月

に
は
十

三
夜

と
尽
日

の
内
裏
歌
会
が
確
認

で
き

(吉
続
記
)

る
が
、
題

や
歌

の
内
容

よ
り
、

『新
後
拾
遺
集
』
の
為
世
歌

(
一
〇
八
四
)
も
含

め
て
同

一
の

歌
会
で

の
詠

と
判
断

し
た
。

(5
)
 
正
応

三
年

一
月

二
十

日
内
裏

和
歌
御
会
始
が

「庭
松
久
緑
」
題
で
あ
る
様

に
、

松
題
が
御
会
始

や
正
月

に
出

題
さ
れ
る
例
は
多
く
、
こ

の
年
の
御
会
始

は

『吉
続

記
』
等

に
よ
り
、
正
月
九

日
と
確

認
で
き
る
の
で
、
隆
博

の
詠
も

こ
の
折

の
も
の

 
で
あ
る
可
能
性

が
高

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み

に
、

か
な
り
後

の
例

だ
が
同

題
が
貞
享

四
年

一①。。
刈
四
月
十

七
日
御
会
始

に
出
さ
れ
た

こ
と
が
、
『増
補

和
歌
明
題

 
部
類
』

に
見
え
て
い
る
。

(6
) 

藤
井
隆
氏

「
石
間
集

と
浜
木
綿
集

の
成
立
-
古
筆
切

の
検
討

よ
り
成
立
年

の

確
定

に
至

る
ー
」
(
『愛
知

大
学
国
文
学
』
)
二
四
・
二
五
、
昭
六
〇

・三
)

に
拠

る
。

(7
) 

『和
歌
大

辞
典
』
久

保
田
淳
氏
御
担
当

の
当
該
項
目

に
よ
る
。

た
だ
し
、
正

応
元
年
旨
。。。。
七
月
頃
ま
で
の
増
補
が
考
え
ら
れ

る
旨
、
同
氏

の
古
典
文

庫

『閑
月

和
歌
集
』
解
説

に
指

摘
が
あ
る
。

(8
)

故
人
追
善

の

一
品
経
歌

で
は

「厳
王
品
」
を
勧
進
者

た
る
息

子
が
詠
む

の
が

通
例

で
あ

っ
た
ら
し

い
が

(佐
藤
恒
雄
氏

「定
家
十

三
回
忌

一
品

経
歌
」

『和
歌
史

研
究
会
会
報
』

三
四
、
昭
四
四
・
八
参
照

)、

こ
の

一
首

の
み
で
は
隆
博

の
勧
進
と

断
定
し

か
ね
る
。
年

忌
と
し

て
は
集

の

一
応

の
成
立
時
期
よ
り
見

て
七
回
忌
ま
で

 
の
可
能
性

が
あ
ろ
う
。

(9
) 

親
清

四
女
の
母
で
あ
る
実
材
母
も
加
わ

っ
て
行

わ
れ
た
こ
の
探
題

三
百
六
十

首
歌
会

の
開
催
年
次
は
、
井
上
宗
雄
氏

の
御
論
文

「権
中
納
言
実
材

母
集

に
つ
い

 
て
」

(『国

学
院
雑
誌
』
九
〇
1
五
、
平
元

・
五
)

の
推
定

に
拠

っ
た
。
ま
た
、
同

 
氏

は
、
詠
者

不
明
の

『藤
原
政
範
集
』
中

の

「
は
ら

か
ら

と
も
あ

つ
ま
り
て
三
百

 
六
十
首

の
歌
よ
み
侍
し
時
」

と
の
詞
書
を
有
す

る
歌
群

(
一
六
五
～

二
八
五
)
も

 
同

じ
催

し
の
詠
で
、
そ

こ
に
見
え

る
墨
点
も
隆
博

の
付

し
た
も

の
と
見

て
良

い
で
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あ
ろ
う
と
、
「藤
原
政
範
集

を
紹
介

し
実

材
卿
母
集
と

の
関
係

に
及

ぶ
」
(『国
文
学

研
究

』
六
九
、
昭
五
四

・
一
〇
)

に
於

い
て
述

べ
て
お
ら
れ
る
。

(10
) 

『図
書
陵
叢
刊

平

安
鎌
倉

未
刊
詩

集
』

(昭

四
七
)
解
題
に
拠
る
。

(11
) 

福
田
秀

一
氏

「中
世
私
撰
和
歌
集

の
考
察
-
現
葉

・
残

葉

・
続

現
葉
の
三
集

 
に

つ
い
て
ー
」

(『文
学

・
語
学
』

一
五
、
昭

三
五

二
二
)
に
拠
る
。

(12
)
 
弘
安
百
首
残
存
歌

の
内
訳
を
以
下

に
示
す
。

(

)内

の
数
字
は
各

集
の
入
集

 
歌
数
で
あ
る
。
新
後
撰

一
首

(十
)、
続
千

載
四
首

(九

)、
続
後
拾
遺
三
首

(五
)、

新
後
拾
遺

一
首

(
一
)、

新
続
古
今
四
首

(四
)、
題
林

愚
抄
五
首
。
猶
、
同
百
首

歌
を
作
者
別

に
集
成
し
た
、
小
林
強
氏

「弘
安
百
首
供

文
集
成
稿
」

(『中
世
文
芸

論
稿
』

一
二
、
平
元

・
三
)
が
あ

る
。

(13
) 

注

(6
)
所
掲
藤
井
氏
御
論
文

に
拠

る
。

(14
) 

こ

の
贈
答

の
詠
作
年
次
、
即

ち
続
古
今
作
者
平
親

清
女

の
没
年

の
推
定

に
つ

 
い
て
は
、
井
上
宗
雄
氏

「平
親
清

の
娘

た
ち
、
そ
し
て
越
前
々
司
時
広
」

(『立
教

 
大
学
日
本
文
学
』
六

二
、
平
元

・
七
)

に
拠

っ
た
。

(15
) 

ほ
ぼ
編
年
構
成
を
有
す
る

『実
材
母
集
』

に
於

い
て
、
こ
の
贈
答
は
編
年

部

 
の
末
尾

に
位
置
し

て
い
る
。
そ

の
所
収
歌

は
、

「弘
安
末

か
正
応
初
」
を
下
限
と
す

 
る
と
、
井
上
宗
雄
氏
が
注

(9
)
所
掲
論
文

で
推
定

し
て
お
ら
れ
る
。

(16
) 

「庭
松
久
緑
」
題
は
長
治
元
年

(
一
一
〇
四
)
四
月
二
十
七
日

の
東
宮
和
歌

 
御
会

に
於

い
て
出
題
さ
れ

て
い
る
。

(17
) 

井
上
宗
雄
氏

『中

世
歌
壇
史
の
研
究

南

北
朝

期

(改
訂
新

版
)』

(明
治
書
院
、

 
昭
六

二
)

に
拠
る
。

(18
) 

永
仁
勅
撰

の
他

の
二
者

の
勅
撰
初

入
集
は
、
二
条
為
世
は

『続
拾
遺
集
』

に

 
二
十
九
歳

で
六
首
、
京
極
為
兼

は
同
集

に
二
十
五
歳

で

二
首

で
あ
る
。

(19
)

行
家

の
同
親
王
家
歌
会

の
参
加

は
、

文
永
五
年

の
歌
合
、
同
六
年

の
柿
本
影

 
供
百
首

の
二
度
が
、

『夫

木
抄
』
に
よ
り
確

認
で
き
る
。
隆
博

の
親
王
家
歌
会

で
の

 
詠
と
思
わ
れ
る

の
は
、

『夫
木
抄
』
の
橘
題

に
見

え
る

「中
務
卿
親

王
家
歌
合
」
の

 
集
付

の
存
す

る
詠

(二
七

一
五
)、

 
 
 
思

ひ
い
で
て
君
が
あ

た
り
も
恋

し
き
は
飛
鳥

の
里

に
に
ほ

ふ
橘

 
 
そ
し

て
、

『歌
枕
名

寄
』
高
松
宮
本

に

「雁
 
中
務
卿
親
王
家
歌
合
」
と
あ
る

(渋

 
谷
虎
雄
氏
校
本

・
五

一
二

一
)
、

 
 
 
忘
れ
な
ば
浪
間

に
と
ほ
く
行

く
舟

の
か
た
み

の
浦

の
春

の
雁
が

ね

の
二
首

で
あ

る
。

ま
た
、
同
書

に
は

「
文
永
将
軍
歌
合
」
と
集
付

の
あ

る

「行

か
よ

 
ふ
人
だ

に
見
え

ぬ
く
ら

は
し
の
を
か

べ
の
み
ち

に
つ
も
る
し
ら
雪
」

(
「
五
四
二
)

 
も
あ

る
が
、

「将
軍
」
と
あ
る

こ
と
、

『夫
木
抄
』
中

の
同
詠

(九

一
八

一
)
に
は

 
同

じ
集
付
が
無

い
こ
と
等

か
ら
し
て
も
、
認
定

に
は
注
意
を
要

し
よ
う
。

(20
) 

『和
歌
大
辞
典
』
福

田
秀

一
氏
御
担
当

の
当
該
項
目

に
拠
る
。

(21
) 

実

材
卿
母
は
勅
撰
集

に
入
集

せ
ず

、
四
女
は

『続
拾
遺
集
』

に
三
首

入
集
。

 

『政
範
集
』

か
ら
は
、

『新
千
載
集
』

に

「藤
原
政
範

」
「左
近
中
将
実
直
母

」

の

作

者
名
で
各

一
首
入
集

し
て

い
る
。
以
上
は
、
注

(9
)

(14
)
所
掲

の
井

上
氏
御

論

文

に
拠
る
。

(22
) 

同
集

に
は

「弘
安

百
首

」
か
ら

の
撰
入
は
認
め
ら
れ
な

い
。
深
津
睦
夫

氏
は

 

「応
制
百
首
和
歌

に
関

す
る

一
考
察
1
百
首
が
召
さ
れ
た
際

の
勅
撰
集

に
お
け
る

 
役
割

の
変
遷
を
中
心

に
ー
」

(『名
大
国
語
国
文
学
』
五
三
、
昭

五
八

・
一
二
)

に

 
於

い
て
、
弘
安
百
首
作
者

の
内

、
『続
拾
遺
集
』
へ
の
入
集
歌
数
が
多

い
に
も
拘

ら

 
ず
同
百
首

か
ら
同
集

へ
の
入
集
が
な

い
者
は
、
「歌
道
家

の
人
間

か
前
代

か
ら
の
有

 
力
歌
人
、

い
わ
ば
当
代

の
代

表
的
歌
人
」
で
あ
る
こ
と
を
報
告
さ
れ

て
お
ら

れ
る
。

 

こ
の
事
実

に
、
撰
者
為
氏

の
隆
博
評
価

の

一
端

を
窺

う
こ
と
も
可
能

で
あ

ろ
う

か
。

 
ち
な

み
に
、
同
氏

の
調
査

に
拠
る
と
、
雅
有
は

「続
拾
遺
」
入
集
数

七
首

中

の
二

 
首
、
為
世

は
六
首
中

三
首
、

為
兼
は

二
首
中

一
首
が
弘
安
百
首

か
ら
撰

入
さ
れ
た

 
も

の
で
あ

る
。

(23
) 

大
嘗
会
和
歌

と
九
条
家

の
関
係

に
付

い
て
は
、
井
上
宗
雄
氏

「大
嘗
会

和
歌

 
と
六
条
家
」
(『講
座
平
安
文

学
研
究
 
第
三
輯
』
風
間
書
房
、
昭

六

一
)、
並
び

に
、

 
拙
稿

「六
条
藤
家

か
ら
九
条

家

へ
1
人
麿
影

と
大
嘗
会
和
歌
t
」

(
『芸

文
研
究
』

 
五
三
、
昭

六
三

・
七
)
を
御
参
照
戴
き
た

い
。
猶
、
知
家

は
大
嘗
会

の
延
期

に
よ

 
り
詠
進

は
な
ら
な
か

っ
た
。

(24
) 

拙
稿

「
人
磨

影
の
伝
流
-
影
供
料
里
海
庄

を
め
ぐ

っ
て
ー
」

(『和
歌
文
学
研

 
究
』

六
〇
、

平
二

・
四
)
を
参
照
戴

き
た
い
。

(25
)

注

(23
)
所
掲

拙
稿
を
参
照
戴

き
た

い
。

(26
) 
同
歌
合

に
付

い
て
は
、
安
井
久
善
氏

『藤
原
光
俊

の
研
究
』

(笠

間
書
院
、
昭

 

四
八
)
、
同
氏

「「建

治
元
年
摂
政
家
月
十
首
歌
合
-
阿
仏

尼
の
参
加

を
め
ぐ

っ
て

 
ー
」

(
『鈴
木

知
太
郎
博
士
古
稀
記
念
 
国
文
学
論
放
』
桜

楓
社

、
昭
五
〇
)
を
参

 
照

し
た
。

(27
) 

し
か
し
な
が
ら
、
阿
仏
は
僅

か
に

「
勝

で
あ
り
、

い
か
に
御

子
左
家

の
者
と

 

し
て
も
手
厳

し

い
。

こ
の
歌
合
は
隠
名

で
判

を
乞

う
た
も
の
で
あ

っ
た
ら
し

い
が

 

(践

)、
真
観

は
詠
者

を
推
定
で
き
た

の
で
あ

ろ
う
と
、
家

経
兄
弟

の
成
績
等
を
勘

 
案

し
て
、
安
井
氏
が
前
注
所
掲

の
御
論
文

で
述

べ
て
お
ら
れ
る
。

(28
) 

現
在
ま
で

に
確
認

で
き
た
東
宮

で
の
初
度

の
歌
会
は
、
建
治
四
年
正
月

二
十

 
七

日
歌
会
始

(『新
千
載
集
』
に
西
園
寺
実

兼
の
詠

(二
三
〇

「
)
・
『増
補
明
題
和

 

歌
部
類
』)
で
あ
り
、
そ
れ

に
続

く
も
の
と
し
て
、
弘
安
元
年
九
月
尽
日
三
首
歌
会

 

(『新
千
載
集
』

に
為
氏

詠

(五

一
九
)
)
が
あ
る
。
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(29
) 

あ

た
か
も
、

こ
の
詠

に
呼
応
す
る
か

の
よ
う
な
詠
が
、
同
じ
く
東
宮
歌
壇

の

構
成
員

で
あ

っ
た
雅
有

に
あ
る

(「玉
葉
集
』

一
八
七
九
)
。

 
 
 

 

院
位

に

つ
か
せ
給

て

の
ち
の
春
よ
み
侍
り
け
る
 
前

参
議
雅
有

 
 
 
年

を

へ
し
は
る

の
み
山

の
さ
く
ら
花
雲

ゐ
に
う

つ
る
色
を
み
る

か
な

(補
) 

こ
の
記
事

は
、
『管
見
記
』
正
和

四
年

(
;

=

五
)
四
月

二
十
八
日
条

に
書

 
き
写

さ
れ
た
、
入
道

殿

(西
園
寺
実
兼
力
)

の
懐
紙

の
端
作

に
関
す
る
質
問

に
対

 
す
る
京
極

為
兼
の
請
文
中

の
記
事

に
よ

っ
て
判
明
す
る
。
同
文

に
見
え

る
参
加
者

 
を
調
査

す
る
と
、

こ
の
催
し
が
、
「花
山
院
故
相

国
」
通
雅
の
注
記
に

「干
時
前
右

府
」

と
あ
る
こ
と
よ
り
、
通
雅
が
右
大
臣
を
辞
任
し
た
文
永
八
年
三
月
十
日
よ
り

 
は
後

に
、

そ
し
て

「
山
階
左
府
」
実
雄

の
死
亡
日

で
あ
る
同
十
年
八
月
十
六
日
よ

 
り
も
前

に
、
為
家

に
よ

っ
て
勧
進
さ
れ
た
も

の
と
推
定

で
き
る
。

こ
の
期
間

に
想

 
定

さ
れ
る
為
家
関
連

の
法
要
と
し
て
は
、
仁
治

二
年

(
一
二
四

]
)

八
月

二
十
日

 
に
莞
じ

た
父
定
家

の
三
十
三
回
忌

(十
三
回
忌
と
共

に
中
世

に
な

っ
て
定
着
す

る

 
と
い
う
)

や
、
正
元
元
年

(
一
二
五
九
)
十

一
月
十

二
日

に
没
し
た
為
家
嶽
父
蓮

 
生

の
十

三
回
忌
等

が
考
え
ら
れ
る
が
、
猶
別
稿

に
お
い
て
検
討
を
続
け
た

い
。

 
 
ち
な

み
に
、

こ
の
請

文
は

一
首
懐
紙

の
書
式

に
も
言
及
し
て
お
り
、

こ
の
文
永

 
の
折

に
、
隆
博

は
三
行

三
字
で
記
し
、
行
家
は
三
行

(二
行
七
字
と
同
じ

か
)

で

書

し
た
と

い
う
。

た
だ
し
行
家

に
関
し

て
は
、
続
く
請
文

で

「行
家
卿
又
文
永

に

 
も
両
様
書

替
候
」
と
も
記

さ
れ
て

い
る
。
と

こ
ろ
で
、
久
保
田
淳
氏
が

「
別
本

『和

 
歌
秘
抄
』

(和
歌
書
様
)

に

つ
い
て
」

(『中
世
文
学
』

一
七
、

昭
四
七
・
五
、
後

に

 

『新
古
今

歌
人
の
研
究
』

に
所
載
)

で
紹
介

さ
れ
た
、
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室

 
蔵

「
和
歌
秘
書
」
末
尾

に
存

す
る
和
歌
書

様
に
関
す
る
記
述

に
は
、
「行
家
卿

一
品

 
経

の
歌

二
行
七
字

に
か
け
り
隆
博
朝
臣
三
行

三
字

に
か
け
り
」

と
の
為
家

の
発
言

 
を
伝

え
た

一
文
が
存
し
て

い
る
。

こ
の

一
書
が

「京
極
殿
」
為
兼
自
筆
本

を
写

し

 
た
と
の
元
奥
書

を
有
す
る

こ
と

か
ら
し

て
も
、

こ
の
記
事
も
文
永
度

の
こ
と
で
あ

 
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。
更

に
、

こ
の

一
文

は
為
家

・
為
兼
が
九
条
家

の
説

を
意
識

し

 
て
い
た
証
拠

と
し
て
も
注
目
さ
れ
よ
う
。
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